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（諸官）
省 令
0学校教育法の一部 を改正する法律附 則 第
2 項 第 2 号の規定に 基づく同法の随行の
日 前に大学に在学し， 同法の施行の日以
後に大学に おいて獣医学を履修する課程
に在学することとなっ た者の範囲を定め
る省令（文部1) 2 ・
6
（長賢官）
－ホ生国
0短期 大学， 短期 大学の学科及び大学の学
部の学科の設置を認可した件（文部
1
5) 2 ・ 9
0短期大学の名 称を変更する件
（文部
1
9, 2
0
) 2 ・2
4
0 昭和59年度科学研究費補助金の計画調書
の提出期間を定める件（文部22)
2 ・28
国咽，..... .そ易相特輯神経夢中.....・5神E�::a+長同時中時神経神IE=-+E訪朝廷神嵯
学 内 規 則
当時暖房時咽巨通吟・E当申長当時司Eヲ市長治時司長当時媛当時姪当時曜券ホ曜診申‘s，申嵯タ申‘＇＂＇・磨海中曜誘時・E当時・E
富山大学国際交流委員会規則の制定
富山大学国際交流委員会規則を次のとおり制定する。
昭和59年2月1
7日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学国際交流委員会規則
(4) 附属図書館長（設 置 ）
第1条 富山大学（以下「本学」という。） に富山 大学
国際交流委員会（以下「委民会」とい う。） を置く。
（目 的 ）
第2条 委 員会は， 本 学 に おけ る教育 ・ 学術の国際交
流に関する重要事項を審議し， 国際交流を推進する
ことを目的とする。
（ 組 織 ）
第3条 委員会は， 次の各号に掲げる委員をもって組
織する。
(1）ザ：H:
(2) 各学部長jえひ教主部長
(3) 弁学部及び教養吉l；の 教千＼. 弁1 r, 
(5) 学生部長
(6) 事務局長
2 1ili取第3号の 委員は， 当該学部等の長の推薦に
基づき， 学長が命ずる。
（任 期）
第4条 前条第l項第3号の委員の任期は， 2年とし，
再任を妨げなL、。 ただし， 欠員を生 じた場合の補欠
の委員の任 期は， 前任者の残任期間とする。
（委員長）
第5条 委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。
2 委 員 長 は ， 委員会を招集し ， そ の議長とな る 。 た
だし， 委 員 長に事故ある と きは ， 委 員 長 があ ら か
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じめ指名した委はがその峨務を行 う。
（，立見の聴取）
� ・チ
第6条 委員長が必要と認め たとき は， 委員以外の者
の出席を求めて立見を聞くことができる。
（幹 事）
第7条 委員会に幹事を置き， 庶務部長及び学生部次
長 を も っ て 充て る。
（庶 務 ）
報 第244サ
第8条 委員会の庶務は， 庶務部庶務課におL 、て処理
する。
附 則
この規則は， 昭和59年 2 月 17日から施行する。
砂富山大学国際交流委員会規則の制定理由
4；学における教育・学術の 国際交流を推進するため，
国際交流委 員 会を設置し， その組織， 運営に関し必要
な事項を定めるため。
富山大学私学研修員， 専修学校研修員及び公立大学研修員規則の制定
富山 大学私学研修員， 専修学校研修員及び公立大学研修員規則を次のとおり制定する。
昭和田年2 月 17日 富 山 大学長 柳 田 友 道
富山大学私学研修員， 専修学校研修員及 び公立大学研修員規則
（趣 旨 ）
第1条 この規則は， 私学研修 員 ， 専修学校研修 民 放
び公立大学研修片'i入実地要項（昭和39年 5 月1日
文部省大小学術J hij tとj央政）にJ去っく私学研修員， 専
修学技研修1�及び公立大学研修民 （以下「私学等研
修lei Jという。）を山山大学（以ド「本学Jというc)
に交け人れる場介のllJ.扱いにはiし必要な事項を定め
るものとする。
（資 格）
第2条 私＇＇／：等研修 民 と して ’受け入れる ことができる
名ーは， 私�＂＇：学校， リメ修学校／土び公立大学の教職以と
する。
（申請及び＇i},tt2、）
第3条 私学研修制祉会， 専修学校教育振興会又は公
立大学長から私学等研修封の受入j L 申請があったと
きは， 学長は教育研究に支障のない限り受 入れ学部
等の教授会の議を経て， 受 入れを承認する。
（研究期間 ）
第4条 研究期間は， l年とし， その期間は 4 月 1日
から翌年3 月31日までとする。 ただし， 特別の理由
がある場合には 6 月 又は3 月 に短縮することができ
る。
（叶究方法 ）
第5条 当該学部等の長は指導教 官を定め， 私 学等研
修民の研究の指導を行 うよ う措置するものとする。
（州究料）
第6条 f1Jf究料は， 「私学研修員， 専修学校研修員及
び公立大学研修員の研究料等について（文部省 大学
局長通知J)jによる。
（ 施設等の利用 ）
第7条 私学等研修 民は， 本学の諸施設及び諸設備を
利用することができる。
（規則等の遵守 ）
第8条 私学等研修員は， 本学の規則等を遵守しなけ
ればならない 。
附 則
この規則は， 昭和59年 2 月 17日から施行する。
砂 富 山 大学私学研修員， 専修学校研修 員 及び
公立大学研修 員規 則jの制定理由
私学等の教職員を本学に受け入れることができるよ
うにするため。
富山大学受託研究員規則の制定
富 山 大 学受託研究員規則を次のとおり制定する。
昭和59年 2 月 17日 富 山 大学長 柳 田 友 道
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富山大学受託研究員規則
（趣 旨）
第1条 この規則� j:， 交託fill’先HililJI宣尖施要項（昭和
42年7月18日文部大臣裁定）に去しづく受託研究員を
富山大学（以下「本学」という。）に受け入れる場合
の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。
（資 格）
第2条 受託研究員として受け入れることカ、できる者
は， 民閉会社等の理工系の現職技術者投ひ研究者で
学校教育法（昭和22年法律第26せ）第52条に定める大
学を卒業した者えは学長がこれにI_f，ずる学力がある
と認めたで；とする弓
1申品l[z_じ11守llf)
第3条 民間会社等の長から受託耐究主iの受入j L申請
があうたときは． 学長は教育研究に支障のない｜浪IJ'
受入j L研究科の委員会の議を経て， 受入れを許可す
るn
：研究！JJltl\J \ 
第4条 fi)f究則lllll土1 -9'-以内とし、 受入れを許可した
日グj j回する会＂十年度を起えることカ、できなし、。 ただ
L， 特別jの.J:�！［JJカ、あると認められたときはー この｜浪
リで町立L、。
（研究Jj法）
第5条 当該研究判長は指導教官を定的， 受託研究員
の研究の指導を行うよう措置するものとする。
（研究料）
第6条 研究料は，「受託研究員の研究料について（文
部省大学局長通知）」による。
（施設等の利用）
第7条 受託研究員は， 本学の諸地設及び諸設備を利
用することカfできる。
（規則j等の遵守）
第8条 受託研究員は， 本学の規WIJ等を遵守しなけれ
ばならない。
附 則
この規則は， 昭和59年2 rll7日から地行するの
砂高山大学受託研究員 規則の制定型L1!
民間会社等；の研究者を本学に受け入れること：かでき
るようにするため。
富山大学外国人受託研修員規則の制定
白山大学外i+i人受託研修H )'JUJIJを次のとおり制定するの
昭和 59年2月17日 出山大学長 柳 田 友 道
富山大学外国人受託研修員規則
（趣 旨）
第1条 この規則は， 外凶人受託研修員制度実施要項
（昭和49年3月18日文部大臣裁定）に基つく外国人
受託研修員（以下「受託制｛隊員」という。）を富山大
学（以下「本学Jという。）に受け入れる場合の取扱
いに関し必要な事項を定めるものとする。
（資 格）
第2条 受託研修員として受け入れることができる者
は， 国際協力事業団（以下「事業団」という。）が開
発途上国から招致する研修員で， 学校教育法（昭和
22年法律第26号）第5 2条に定める大学を卒業した者
又は学長がこれに準ずる学力があると認めた者とす
る。
（申請／えび許可）
第3条 卒業団の総抜から受託研修員の受入れ申請カ、
あったときは， ザ：iとはfll't�ff究に：ll訪のなL、｜浪lj'
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交人j L学部；等の教技会の議を経て， 受入れを許可す
る。
（研修期間）
第4条 研修期間は1年以内とし， 受入れを許可した
日の属する会計年度を超えることができない。 ただ
し， 特別の理由があると認められたときは， この｜浪
リていない。
第5条 研修期間の区分は， 次の各号のーに掲げると
おりとする。
(1) l月（30日以内）
(2) 3月（31日以上90日以内）
(3) 6月（91日以上180日以内）
(4) 9 月（181日以上270日以内）
(5) 12月（271日以上3 65日以内）
（研修方法）
第6条 当該＇＇／：il-1；等の長はm;y.教’t；をうとめ， 受託イi斤修
11(1fll59年3 ) J 1日発行 学
\ iの(ijf修の桁呼 を f Iうよう·ti''i'ii'.i：するもの と する。
lliJHI事料）
第7条 研修料は， 「外ド｜人受託｛iJf引きL iの研修学｜につ
いて （文部省大小学術品j ld自主11）」による。
（施設等の利 用）
第8 条 受託研修員は. +:"-;t:の諸施設／立ひ諸設備を利
用することができる。
（規則：等ーのj墨守）
報 第244-\)-
第 9条 受託制修 民 は， ��q：の規則等を j笠守 し なけ れ
ばならない。
附 則
この規則は． 昭和59年2月17日から施行する。
砂富山大学：外｜毛l人受託冊修員規則の制定型！日l
国際協力事業団が招致する外国人を本学に受け入札
る こ と ができるよう にするため。
富山大学理学部規則の一部改正
市山大学珂ー学部規則の一部を改正ーする規則を次の と おり制定する。
昭和59年2 } J 17トi 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学理学部規則 の一部 を改正す る 規則
山山I:,,/:.fl！！’Y寸Jj JJl UIJ ( H?J,手IJ52年5月16日ffiij定）の一部を次のように改正する。
出9条の次に次のl条を加える。
（他の大学におけるほ業不｜自の服刑事等）
第 9条 の 2 ￥’γ：rn；ザ：刊がす：！［lj第12条の2の規定によ
リ、 他の大学〉くは外lE！の大学におし、て、 当該大ザ：の
t受；｛：；千l llを）／山陽しようとするときは、’下出l；士くを杭て，
学長の訂iiJを交けなければならない。
2 1Fi引のlι仁により、）／託修できるJtJJ↑1-\Jは， l�(Hijとし
て1 if以内とし、 このminnを卒業に聖ーするイl，学年数
にn.人するものとする。
3 節lttiの TJむとにより， 胤修し た校業科目 に ついて
修仰したJF f立ーは， 教授会の議を続て30-4'1.位を限度と
して， 本’Y：帝11の単位として認定することができる。
第22条の次に次のl条を｝JUえる。
（特7J1J聴議学生）
第22条 の 2 他の大手：メは外国の 大学の学生で， 学WJ
部70条の2の規定によ1）， 本学部のJ受業手！目を！従修
しよう と する者ーがある と きは、 当該大学 と の協議に
),I�－－）き教授会の議を経て， 特別聴講学生として入学
させるこ と ができる。
2 特別聴講学生については， 第17条か ら 第21条まで
の規定を準用する。
別表の 生物学科の表ーの専攻科目の欄中
「｜ 臨 海実験反び野 外笑験 ｜ ｜ 
「｜ 臨海実験IXは野外実験I ｜ ｜ 
｜ 臨海実験II又は野外実験II I I 
21」を
にを
a」l」
ヮ“qLA佳
qd oo Aせ
日十 I 48 I 36 I」に
改める。
附 則
この規則は、 昭和59年4月l日か ら 施行する。 ただ
し 昭和58年度以前に入学した者に係る別表について
は， なお従前の例による。
砂 富 山大学理学部規則の改正理由
1 学生が他の大学にお いて修得し た単位を認め 合う
いわゆる「単位互換制度」を実地するため。
2 授業科目及び単位数を整理し， 教育内容の充実を
図るため。
富山大学教養部規則の一部改正
街山大学教養部規則の一部を改jfーする規則を次の と おリ制定する。
昭和59年2月17日 富山大学長 柳 田 友 道
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富山大学教養部規則 の 一部 を改正す る 規則
富山大学教養部規則（昭和42年4月1日制定）の一部 を 次 のように改正する。
別表中 l ,L， 理 学 l L 理 学 ! . I 附 奥日1 こ の規則は， 昭和59年4月1 日 から施行する 。
2 昭和58年 度以前の入学者につ いては， なお従前の心 理 学 4 
心 理 学 心理学演習 例による。
.'Jに，
j’r也入l 』、 砂富山 大学教養部規則の改正理由富 山の自然、 新たに授業科目 を 開設し ， 教育内容の充実 を 図るた
め。
富山の自然 2 
l口入 情報と科学 2 
改める。 」に
富山大学教養部学生の助言教官に関する規則の一部改正
富山大学教養部学生の助言教官に 関する規則 の一部 を 改正する規則 を 次 のとおり制定する。
H召和59年2月17日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学教養部学生 の 助言教官に関す る 規則 の 一部 を改正す る 規則
’戸 山大学教養部学生の助言教官に 関する規則（昭和43年6月21日制定）の一部 を 次 のように 此正する。
第2条 を 次のように改める。
第2条 助言教官は， 所属ザ：生の修学及び！学生生活に
関する諸相談に応ずる も のとする。
第2条の 次に次 のl条 を !Juえる。
第3条 助言教官は， 教養部の専任教’fi を も っ て充て
る。
2 第3 Jt:Jjにおし、ては， 前項によるもののほか， 各学
部から選出 さ れ た 教官ヵ、助言に当た る も のとする。
附 則
この規則は， 昭和59年 2月17日から地行する。 ただ
い 昭和58 年度以前の入学生．については， なお従filjの
例による。
惨白山 大学教養部学生の助言教官にはjする規
則の改正理由
助言教官の任務を明確にし， 効率的な運用をはかり，
併せてその選任方法 を 改めるため。
富山大学大学院理学研究科規則の一部改正
富山大学大学院理学研究科規則 の一部を改正する規則を次のとおリ制定する。
昭和59年 2月17日 富山大学長 柳 田 友 道
富山大学大学院理学研究科規則 の 一部 を改正す る 規則
富山 大学大学院理学研究科規則（昭和 53年 4 月 1日制定）の一部を次のよ うに改正する。
別表の 物理学専攻の項 中
6 -
II｛＼干IJ59il� 3 ! l 1 H )i':fi 
r I f1l t品物flj! if: 
「｜ 低 温物flj! q: 
化学作攻の項q1
「i fj�� 牒 fヒ ’γ
「｜ 表 面i 化 学
生物学専攻の項中｜ 造1ょ学特論
発＇－L’＇l＿物学特論
「｜ 遺伝 学特 論
｜ 細胞分｛ヒサモ特d1命
｜注 水ヴ： 特 ，；市
生 態 学判 ，inil
}/l_司、l j：京’｜物’Ii.＼°，；命
学
報
I ：［」（こ肋I 4 I」をI 2いに改め、 「｜ 環境生理化学特論｜ 発 生 学特 論
地球科学専攻の項中
火 山 学：
地 域 地 質
鉱 床 地質学 。るめん人Jし
をに
l」1J
nLqLつムつ臼I 4 I」の次に
I 4 I」をり｜｜え，
I � I 」を 地質鉱物巡検附 則
この規則は， 昭和59年4月l日から施行するa
2 昭和58年度以前の入学生については， なお従前の
作｜］による。
砂富山大学大学院理学研究科規則の改正理由
授業科目lJL..ぴ単位数を整理し， 教育内容の充実を図2 I」
るため。
富山大学廃水処理室運営委員会規則の一部改正
;.;·;111大学Ji＆水処fl！！千＇.！±’：：.；－委i i会！Jl HIJの－HJ；を改正する規則を次のとおり制定する。
II（！干1159<r 2 J J i 7 �1 ；，；.；山大q：以 柳 田 友 道
富山大学廃水処理室運営委員会規則 の 一部 を改正す る 規則
，·：·；山大，、J
凱筑条をw 9 �長とし’ 出7条の次に次のl条を｝JI！える。
年 1 J J 23日から適用する。（咋門委H会）
第8条 安1l会に＇.1/l"lの·J·�t（［を，Jl,j l't検討するため， l年
｜“l委ll会を；；1；くことができる。
2 '.I/·門委i iは， 本学の�I正Hのう九から， 委lJ会の推
時にN�づき， ザ：i乏が命するο
附 則
この）礼t[IJは， II日干1159年2 J.J 17 1-lから地行L. 日目千［159
砂＇i：＇；山大学廃水処J:ljl_主運営委員会規則の改正
理由
高山大学廃水処理主運営委員会に専門委員会を置く
必要があるため。
一職員会館の宿泊の御案内一
＠利用日……・・土 ・日曜日及 び祝日も利用 でき ますグ
＠申 し 込み・・・…利用日の 2日前 ま で に グ
＠門限 時刻……午後10 時………御協 力 を…・ーグ
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掛H足当時モラ＋モラキ‘＇＊曜泊中‘泊中モヲ時そ当時宅訪胴長ラ制定－ヨ時4芝田��＝－申ーさラ榊曜霊園モ
諸
AQ一A
議
国モヲ唖券胴長誘帽H・＂＂＇・＂＂＂＇同司己診..，，＿診細毎回モラ帽ラ帽ラ帽治同回そう同
昭和58 年度第6回入学者選抜方法研究委員会専門委員
会（ 2月4日）
（審議事項）
(1）入学者選抜方法の改善に伴う 昭和58年度以降の調
査研究事項について
昭和58 年度第28回学寮補導委員会（ 2月6日）
（報告事項）
(1）寮生との話し合いの結果について
（審議事項）
(1）受験生宿泊について
昭和5B 年度第 9固補導協議会（ 2 JJ 7 日 ）
（報告事項）
(1）学生の動向について
（審議事項）
(1）大学祭について
(2）課外活動共同利用施設について
昭和59年公開講座 第3回委員会（2H9H)
（審議事項）
(1） 昭和59年度公開講座の実施計画について
第1 5回学則改正検討小委員会（ 2月10日）
昭和58 年度第E回附属図書館商議会（ 2月13日）
（報告事項）
(1）次期館長候補者の決定について
（審議事項）
(1）大型コレクションについて
(2）工学部分館の移転計ー画について
(3）新館長への引継事項
昭和58 年度第B回学園ニュース編集委員会（ 2月14日）
（審議事項）
(1）第44号学園ニュースの編集について
昭和58 年度第2 9回学寮補導委員会（ 2月16日）
（報告事項）
(1）寮生ーとの話し介いの結果について
（審議事項）
(1）受験生宿泊について
昭和58 年度第 5回大学院委員会（ 2月17日）
（審議事項）
(1 ）高 山大学大学院理学研究科規則の一部改正（案）
について
(2）富 山大学受託研究員規則の制定（案）について
(3）昭和59年度富山大学大学院理学研究科（修上課程）
及び工学研究科（修士課程）策2次入学試験合格
者の判定について
昭和58 年度第11固評議会（ 2月17日）
（報告事項）
(1）昭和59年度国立学校特別会計子算内示について
(2）昭和59年度山山大学大学院理学州究科（｛IH：謀私！）
及び工学研究科 （修士課紅）第2次入学試験介格
者の判定について
(3)B召和59年度入学志願者数について
は）学生の動f(1Jについて
（審議事項）
(1）高山大学理学部規則の一部改正（案）について
(2）富山大学教養部規則の一部改正（案）について
(3）出 山大学教養部学生の助言教官に関する 規 則 の一
音IS改正（案） について
(4）山山大学大学院理学似｜究科規則の一部改正（来）
について
(5）富 山大学廃水処理主運営委員 会 規 則 の 一部 改 正
（案）について
( 6）富山大学学則の全部改正（案） について
(7）山山大＇.＇'f：咋攻利:l:J,IJ!ljの制定（案）について
(8）富山大学国際交流委員会規則の制定（案）について
(9）富山大学受託研究員規則の制定（案）について
(JO）富山大学私学研修員， 専修学校研修員及び公立大
学研修員規則の制定 （案）について
(1 ］） 富山大
学外同人受託研修員規則の制定（楽）につ
いて
- 8 -
(12）昭和59年度富山大学文学専攻科， 教育�v」文科／立び
H併1159年3 JJ 1 H発f J ...... 」号与
手判所·：；；： '.'/-J文十｜人’下{I· .iitl政試験｛；－十九·tiーの'jlj定について
(13）課外市動Jilli設地（岩瀬）について
(14）今後におけるい：l1'1：大ザ：のll,'1[,ll�，Ji�1�J:の�J.t郎、について
富山大学構 内 交通対策委員会 （ 2月24日）
（審議事項）
報
昭和58 年度第10回補導協議会 （ 2月28日）
（報告事項）
(1）学生の動1l1Jについ て
（審議事項）
( 1 ）大学祭について
(2）課外活動共同利用施設について
(3）制利厚生施設について（業者の選定）
約244ぢ
(1）原動機付自転、半、 自動二輪ljLの交通）礼i!Jijに係る要
望書（奈）について (4）富山大学授業料等免除及び徴収猶予に関する内規
（案）について
(5）昭和59年度入学生行事日程について富山大学情報処理センター設置準備委員会 （ 2月27日）
（審議事項） (6）昭和58年度厚生補導担当教官研究会について
(1）高山大学情報処別センター設置準備について
’／・ 日I> : �ilk 氏
人文’γ：日1; : ,u1; n11i , 6幾 ;'ljj 
－診輔券.....両訴帽診叫－’同担咽.，，.咽長知両国咽長訪帽を掛‘をう岡田建国咽巨歩同
品凶手・ 事
掛咽＇＂＇蝿担制嵯診同海蝿診同歩両国.....・医担同歩再訪H’帽券同歩帽当帽ラ帽ラ帽
昭和59年度文部省内地研究員の決定
名 i jijf ')t場所 ｜ 研 究 題 目 ! jiff 究 Jnj 間十 一一一十一一一一 一一一 一一 一 十一一一一一一一 一
似i氷点大’｝： i 111 J3cJ l!LJ大奇書の研究 I s9 9 1～60. 2 . 2 8  
州判I\ : II i f JI ii長 良 広；一怖大，IIフランス選挙i!JiJJ:t史 ｜ 
ーi ·. ＇｛：店1; w1 r 1 ,:t 防 II({ -- l �.（北大学I �·，；�rt:r宿れ品皇制附i..\>:V'l i 59.5 1～59.10.31 
昭和59年度日本学術振興会流動研究員の決定
日十一.� i�l� ·��� ·�三＝」L」�＝＝＝i�
i I 1 東京大小 I I 59. 4 . i 
人文川！助教段 i 桜 本
｜ ｜ ！東洋文化研究所 ！ I 60. 3 31 
昭和59年度アフリカ地域研究センタ一派遣研究者の決定
I 1ij· 同｜ 職 ｜氏 名！派遣先｜ 研 究 課 題一一二＼一ーで一一＝t一一一一 一一一 一
I ; I ！パンツ一系諸部族の信ffJJ体系人文学部！助教授｜亦 阪 賢 ｜ ヶ ニ ア
i I I 世界観の比較研究
研究期間
59. 9 . 25 
60. 3 . 23 
( l:I本’f’：j;中itki興会必民によるもの）
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ラ同＿，..・，＿，，眠当相！；��・E��ヲ丙う＂＇＂岡田唱を国咽＇＂＂咽E:;t+E;:.t咽E
人 事 異 動
神医担両神曜E担帽ラ帽担同訴同歩相巨訴事足ラ伯爵’＂＇＂＇司巨》帽診同訴蜘正当判診帽担同
異動区分 発令年 月日 氏 名 異動百jの所属官職 異 動 内 谷 任命権者
併 任 59. 2 . 20 平 国 品も 教授 （ 人文学部 ） 附属図書館（6長1・·�＇議n まで） 文部大臣
退 職 59. 3 . 1 山 戸 敏 男 技術補佐員（経理部主計課） ！昭和59年2月29日限団職した 富山 大学長
II JI[ 原 ク、 手口 II I! II II 
II JI[ 戸 冗J II II II II 
II 藤 木 弥三郎 事務 補佐員（ 附属図書館） II II 
II 
岡 島
正
子 教務補佐 員 （ 教 養 部） II II 
担制嵯券帽言蜘時治同訴同訴同歩同房H’H券蝿タ.....咽庭回・安易同歩..，.帽タ帽券同
学 内 諸 報
ヲ蜘妥当申・E’蜘吾参事長ラ射を勇市吾参制度予申ぞ診事経ラ蜘四＇＂申吾参蜘嵯当時曜誘引嵯当時‘E当時・E易相嵯ラ申嵯
教育学部附属学校（園）長の改選
田 中久雄教育学部附属小学校長， 藤井敏孝同養護学
校長及び泉 敏郎同幼稚園長の任期が， 昭和59年3 月
31日に満 了 するこ とに伴い， 教育学部教授会は， 2 月
22日に次期附属学校 （ 園 ） 長の候補者の選挙を行い，
その結果， 附属小学校長候補者に大塚恵一教授， 同養
護学校長候補 者に 中川 孝教授， 同幼稚園長候補者に
中谷唯一教授がそれぞれ新しく 選出きれました。 任期
は， 昭和59年 4 月1 日から 2 年間。
大塚教授は， 昭和25年3 月京都帝国大学文学部を卒
業 後， 同27年 4 月新潟大学教育学部助手， 同39年3 月
間講師， 同41年 4月 富山大学教育学部助教授を経て昭
和50年12 月同教 授となり今日に至っています。
担当は， 社会科教育， 東京都出身。
中川教授は， 昭和28年3 月富山 大学教育学部を卒業
後， ドl年4月富山大学教育学部助手， ［ii]45年10片岡講
師， 同48年3 月同助教 授を経て昭和58年 6 月同教授と
なり今日に至っています。
担当は， 体育理論・体育史， 富山県出身。
中谷教授は， 昭和28年3 月富山大学教育学部を卒業
後， 同 年 4 月富山 大学 教育学部助手， 同45年 4 月同講
師， 同 47 年1 月同助教授を経て昭和54年 4月［ii]教ほと
なり今日に宅っています。
担当は， MJ；塑， 富山県出身。
教養部長の改選
梅原隆章教養部長の任期が昭和59年3 月31日で満 了
する ことに伴い， 教養部教授会は， 2 月22日に次期教
養部長候補 者の選挙を行＼，＂ その結果， 杉本新平教授
が選出されました。 任期は， 昭和59年 4 月1日から2
年間。
杉本教授は， 昭和21年 9 月京都帝国大学文学部哲学
科を卒業後， 同年1 月金沢工業専門学校講師， 同23年
5 月富山薬学専門学校講師， 同26年3 月 富山 大学文理
学部講師， 同32年 4月間助教 授， 同 42年 4月教養部に
配置換ー， 同 43年1 月同教授となり今日に至っています。
ハU
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富山市出身。
報
ら j L ま し た 。
専 門 は ， 倫 理学，
学
こ の lilJ , I司45年 2 月 か ら 附Mi 悶 書館長， 評議 H を 1
｜司 49 年 4 月 か ら 教養部長， 日干議 員 を 連続 3 期 勤 め
ll{j千1159if 3 JJ 1 H ':lt1 J 
’ l j t、ip 
名： 渡 航
栄一 ！
i期 間
[ 59 
自力
者
国
航
先
渡外；毎
i氏
小JKWM什MA fiJr 十 一 一
割
一
1
干
の市柑山守昨円九 目
2 1  2 ヨ ー ロ ッ パの 企 業結合の 法
ドイツ連邦共和国年：｝消 学 部 助 教授 泉 田if1j:外liJffl引rJ((fJi
20 2 規制 に 関す る 研究 の た め
百己
“トヤマハオオユキノヨウ，タイへンダソタトオモウ」
ミズホハマイナス四Oドニチカクナッタ」
南極の近況について
ビャクヤ
スノ〈フモオワリニーヒヨルハツノオーロラヲミタ」
第25 次 再］ 阪地域主lli！！刊誌 の 越 冬 ｜；承 は と し て 、 �l＇年 1 1 月
か ら rf.i極地域へ出張 さ れてい る 本学理令市｜； の川 田邦夫
JJ)J 子 か ら ili: N.報伝があ り ま し た 。
こ の ilー に ｜則 し て は ， 昭 和158年 9 月 1 日 発 行 の 学報 第
238 �）· で一 部 お 知 ら せ し ま し た が， こ の た びl司 教官か
ら 刷物l地域の j山兄に つ い て Jljl_’γ：部 長 あ て に 福報 で報告 ボーリングモシイコウケイ」キチセイビモススミ，
ゲンキニヤッテイマス」
カワタ”
シュンビニノ、イッタ」が あ った も の です。
屯文；はむiiじ の と おり です。な お ，
あの日あの頃」（ 6) 「富山大学，シリーズ
く赤谷山遭難学生慰霊祭〉
昭 14 ・ 10 ・ 14 生 （ 工学部
幸Jfi奏rb )
昭 1 3 ・ 9 ・ 26生 （ 薬学部
神戸市 ）
昭 13 ・ 12 ・ 13生 （ 薬学 部
東砺波郡 ）
昭 1 5 ・ 1 1 ・ 5 生 （ 工学部
金
沢
市
）
昭 1 6 ・ 1 ・ 1 生 （ 文理学部
黒部市 ）
lfl ιb・‘ζ司5百
33.fjo ）主生
33年 度生
坂主担高 山大学 名誉教授 の 会
第 3 年 次
ii'i!!IJ 
石井ifi--
｜羽
第 3 年 次
34年 度 生
34年度 生
34年 度 生
第 2 年 次
苦言l茅角
H自 和35年 12 }j 25 tl ， 冬JtJJ f刊行 の た め 亦 谷山 に 立 っ た
山 岳部 の 学生 た ち が， J忠 大仮に 災 い さ れ， 不運 に も 6
4う の音Ii t-'i が遭？!If す る に 至 っ た 。 遺 体 の J史索 も 矧｛義 を 極
め ， G ；立 体 カ、発 見 さ h， 完 全 に 収谷 さ れ た の は ， 翌36
年 4 J-J 4 日 であ っ た 。 こ の rn1 聞 の 顛末に つ い て は ，
時学生長｜；長 だ っ た 大 山 文4:H：先生がか な り 詳細 に 書か れ ，
学 報 の �1j号， 時rJ 々 サ に 述�,I(す る こ と が 出 来 た 。 私 は 昭
和36年 5 月 1 3 日 に fU： さ れ た ， 遭難学生の合同 慰霊祭に ，
そ れ ら の事情 に つ い て 書 き 、
第 2 年 次
的！汗＇j’（ー
r11 ！立＊1t；臣
山当
第 2 年 次
大学では 上記遭難 6 学生 の 合 同 慰霊祭の こ と カ、議 さ
富山大学「赤谷山遭1111:学生慰霊祭」実行委員会の
33年 度 生
い さ さ か 関 与 し た の で，
将米の資料に し た い と 思う。
J'/'L'l\ff さ れ た ，：；： q二は ；:J:. の 6 人 で あ る 。
1HJriJi !i1j UfU 3 ・ 1 ・ 27生 （ 経j斉学部
部 3 年 次 h. 
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「 き よ ら なる魂」
(2） う る は し き 魂 あ り て
う る は し き い の ち 終 リ ぬ
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、 雪みわ
?'1 で． 5 月 1 3 日 泉 町 議立 で fl!'. さ れ る こ と に な っ た 。
そ の 削 ， 私の 日 記帳 に メ モ れ＇＿）立 に 書か れ て い る ， 関
連部分 を 摘抄す る と
. 4 月 25 日 （刈 晴 「 学 生 部黒 田 君遭難者慰霊祭の
哀悼歌の け： に つ き 相談」
み同ーテII｛｛干ll59if0 3 J J l ll )C f r 
あ は れ
息の捕の絶ゆ る 時 ま で
友 を ま も 1 ） ぬ
匂りのけヰみ司
』
にひ山ろ谷つ赤うすはさ
雲
ね
焼
カ川
タ
丸山
あ なあ は れ
生 け る 日 の い の ちの 限 り
反歌
山 を 慕 ひ ぬ
あ な
と あ る 。 梅原l買 陪学長， 大 仏 文雄学生部長， 鈴木学生
課長 方 と と も に ， 実務 的 な 中 心 に な ら れ た の は 学生係
長 の 黒 田 信 吉 さ ん だ っ た の だ 。 私 と の 折衝 は 終始 黒 田
氏 を 通 じ て な さ れ た 。 私は 黒 田 氏 に 「 古 今東 西 ， 祭式
に 音 楽 が 伴 な う の は 当 然、 の 理 で， こ と に 東洋 礼 楽の 精
神 に 徴 し て ， 冠婚葬祭す べ て 楽 で始 ま I） 楽 で終 る の だ 。
よ く 気 が付 か れ て 結構 な 申 し 出 で あ る 」 と 言 っ た 。 さ
ら に 語 を 続 け て 「 大 白 文雄先生 は 文学者， 万葉歌 人 の
私 は 襟 を 正 し て 作曲 に 熱 中 し 次 の 日 記 に
. 5 月 4 日 休）小雨 「 挽歌 「 き よ ら な る 魂』 の作曲
を 完成 し ， 方、 リ 盤 を 切 り 大 山
氏 に 電話， 歌詞 仮 名 づか い を
た だす」
と あ る 。 私が カ リ を 切 っ た 楽 譜， 音 tl 下 の 似 ？＇1 っか い
は ， 標 音 式 で な く ， 大 白 先生 の l原 作 と お り に 書 L 、 て あ
泰斗， 数 々 の 歌 作 を も の さ れ て い る 。 こ の た びの遭難
事故 に つ い て は ， 責 任 者 と し て 心 情l の 極 に あ ら れ る
こ と は 十 分知悉 し て い る が， 大 山 先生 を 惜 し 、 て ほ か に 、
哀悼歌 を 詠作 さ れ る 万 は あ り ま す ま い 。 大 品 先 生 に 申
し 上け て 承諾 を い た だ く こ と が 緊急の よ う に 思 う 」 と
伝 え た 。 よ っ て 黒 田 氏 は 大 品 先 生 に 然 る べ き 要請 を さ
れ た こ と であ ろ う と 思 う 。 こ の 併 で大 砧 先生 に お 会 い
私の 日 記 に 書 き と め ら れ て い な し、。 し か
曇 「 寒 さ 募 る 。 慰霊祭の式 次 第 を
決め 広文堂へ， 3 , 500を 比航
る 。 挽秋楽譜 2 /fl； を 持 ち 十iti I )  
恒憶 でll追 を 採 る 」
と あ る 。 文 中 の 3 , 500 は 枚数 な の か ， 見積 I ) j［出 ｛？？ な の
か 記憶が な し 、 。 黒 田 氏 と 打 ち 合 わ せ た 際に ， 私は 「 ょに
の は じ ま リ に は 奏楽が必要 で あ る 」 と 言 う と ， 県 HJ 氏
は 「 こ ん ど の 慰霊祭は 神 式 で も 仏式 で も な い の で，
れ に 類す る こ と は や ら な い 」 と 言 わ れ る 。 私は 「 天’＇ri-i
に 迷 っ て い る 霊＇＇＊ を い か な る 方 法 で 斎場へ招 く の です
か ？ 」 彼 は 「 そ う です ね ／ 」 の思案顔。 「 大声 を 上 げ
て F こ っ ち へ 来 い ／ 』 と 呼ぶ の ですか ． ｜笥霊招魂に は
楽 の 音 の は か な い の です 。 式 後 の 昇霊 に つ い て も 同 じ
です 。 私 が オ ル 方、 ン を 弾 く の です か ら ， 神 式 で も 仏 式
で も あ り ま せ ん 」 と 説得 し た 。 そ し て 式次 第 を 決め た
が 、 い ろ い ろ の 意 見が錯綜 し た ら し し 学 生 課 に 保 管
さ れ た 資料に は ， 添 削 変 更 さ れ た 筆跡が見 え て い る 。
結局 私 が 方、 リ ・ プ リ ン ト し た 楽譜 の表紙裏 に は
赤 谷 山遭難学生慰霊祭 式 次 第
奏 楽
関 式 の 辞
経過報告
そ
. 5 月 6 日 仕）
る 。
し た こ と は ，
し 大 山 先生 と の会談に 際 L ， 私 は 前 ；iじの よ う に 語 り ，
「も し 先 生が作詞j さ れれ ば， 私 は j草 身 の精力 を 注い で
作 曲 し ， 鎮魂の 斎場 を 荘厳 し た い し ， 先生 こ 自 身 も 朗
詠 さ れ て 霊前 に 献 ；；放 さ れ た い 」 と し ， 是非 こ の 際先生
の 心 塊 を 込 め ら れ た 作 品 を 期 待 し た い 旨 を 力 説進 言 し
た 。 先 生 は 謹 厳 な 口 調 で 「 黒 坂 さ ん が， そ う お っ し ゃ
る な ら は＼ そ の よ う に し ま し ょ う 」 と 言 わ れ， 私 の 意
を 諒 と さ れ た 。 私 は ホ ッ と し て お 別 れ し た 。 こ れ ら の
経緯 を 聞 き 知 ら t L f；：怖l)j（学長 先生 カ z「 そ れ は 大変 立 派 で
女子 い こ と だ」 と 賞 讃 さ れ：喜 ばれ た と の こ と だ っ た 。
. 5 月 1 日 （月） 曇 「大品教授 よ り 世話あ り ， 5 時
来宅の 約 束 す る 。 大 仏 教 授 米
宅 さ れ て 挽歌 作 曲 に つ き 打 ち
合 わ す 」
と あ る つ 当 時私 は 総 曲 輪 に 住 ん で い て ， 先 生 が わ さわ
ざ随 屋 に 御 足労 を 煩 い た の に 恐縮 し た 。 そ の 折示 さ れ
た の が次の挽歌 と 反 歌 で あ っ た 。 五七調が連ね ら れ た
末尾 を 七字 で結ばれ た 。 万 葉調長歌の リ ズム に 整 え ら
れ た 秀歌， そ し て 内 容 を 反 歌一 首 に ま と め ら れ た す ば
ら し い �fk詞 で あ っ た 。
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挽歌（ I )合叫
1 .  慰霊の 静… ・ ー … （ 学 長 ）
献 •fk… ・ … … ・ ・ （ 学生部長 ）
献 華
挽歌（II） ・ 反 歌合唱
閉 式 の 辞
奏 楽
学長謝辞
遺族代表謝辞
雪 山 讃歌 （ 合唱 ）
学
と あ り ， 号lj の 印刷物に は ， 「 �IJ j怠 慢索関係 写真展並
び に 式 終 了 後 捜 索 活動 の l 6mm, 8 棚 フ ィ ル ム 並 び に ス
ラ イ ド に よ る 映写 会 を 行 な う d と あ る 。
. 5 月 9 日 （刈 暗 「三時 よ り 挽歌の練習 を す る 。
四 時 よ 1） 又講堂で行な う d
Jfぱ!l''j':・ ’ ＇＇－ ＇：［！.＇.；；＇，；然 γ·1U'.!H!lf!t
報 第244サ
• 5 月 1 0 日 （木） 晴 「 三時 よ り 挽歌の練習， 男 声 す
く な し 」
・ 5 月 1 2 日 （翁 曇 「三 時 よ り 挽歌の合唱練習， 大
出 教授 も 来聴 さ れ る 」
と あ る 。 富 山 大学 男 女混声合唱 団 の 有志た ち が， 奉仕
演 奏 し て く れ た の であ る が 、 期待 し た 人数 が集 ま ら ず ，
焦 燥 と 悩 み が 当 日 の メ モ に も 喜か れ て い る 。
. 5 月 1 3 日 仕） 曇 「 午後一時 慰霊祭， 合唱予定数
の 参 集 な ら ず ， 参会者案 外 多
数 ・ 感激の情景展開 さ れ る ，
帰宅三時り
と あ る 。 私 は 「奏楽」 の オ ル 力、 ン 演 奏 に は ， 恩師小沢
篤 太郎先生の葬儀に 用 い る べ く 作 曲 し た ， 「 う っせ み
の世や」 第 2 哀悼歌の主旋律 を 弾 し 、 た 。 こ れ は 長 調 と
も 短調 と も 区別 し 難 く て ， Ji\［球音 階 に よ る 楽調 と も 言
挽；款の反歌 金守世士ラI；：主lj刷
作曲集 「高志の政 ・ 鋲；,J\J,i;;i」 ！手絵
寸
- 1 3  
昭和59年3 fl 1 l I 'Jl':i J �色ーチ
L、得るb主律である。 また，－t免t:fkJ Ii :f�ヵ、｜玉l伝統汗｜；告のrv
lj/[ • 1；；�旋と曲一洋民1fr問をミノクスして仰い， いわゆる
雅楽i典礼音楽風に終えたのだった。 ことに 「以；fk」
の男女性L声のユニゾンは， 私にとって’＼＇）（心の！出品iにな
った。 教育学部沢泉重夫教授はー 式後「心のこもった
素晴らしい音楽だった／」と激賞された。 梅原学長も
「祭式が厳粛に進行し， 挽歌のi寅H品も友愛の誠心が現
わされた」と喜んで下さった。 挽歌「きよらなる魂」
は大島先生にとっても快心の作 だっ たら し し 後年出
版された随筆集の巻末に近し 先生自らの選として歌
詞と解説が収載されている 。 それ は ともか く ， 自 作の
挽歌を献詠された先生の声調は， 参列者一向の胸を
強〈打ち， 全くの感動であった。 後日遺阪の方から
「当日の大出先生の献歌録音テープがあったら， 是非
お貸し願いたい」との申し入れを受けた。 しかし残念
ながらその手配は なされていなかったし， いまにして
報
第244号
思えはニ千U：かりだったとu’！？？しまj Lる。
私はこの「仇欣」を作曲集「高志の；；政・鎮魂制」に
収め， 昭和51年3月に印刷刊行した。 後年たまたま悩
野町の＇｛（(j/jf；係之口氏（遭難学生＇.（i：一君御一尊父）氏に奇過
し， この曲集を噌るの奇縁に恵まれたことであった。
思えば六学生諸君の遭'J!jt t慰霊のことも， すでに20
有4 ・ 5年の遠い昔になった。 愛児を失われた御親族
にとっては， いまなお忘れ難L、痛恨事であったろう。
わが富山大学にとっても前途有為な学徒を失った一大
不祥事であって， 再びこの過ちをくリかえしては なら
な＼， \ 0 ここに改めて六君の冥福を祈I）、 私たちの戒め
にしたいと思う。 （昭和59年2月21日 ・春寒好日）
砂筆者：昭和18年4月 富山由Ii範学校に着任
昭和52年4月 停年退職
昭和52年4月 富山大学名誉教授の称号技与
券市そう申嵯当時噌当中尾ラ時ぞ当命ぞ当時便当時・6う蜘ぞラ申曜を当時曜を当時・.. 申曜，.申健E浄... ゆ・直訴時咽高診や・5
〈改 姓〉
教 養 部
事務補佐員 浅畑美香子
（｜日姓 丸）
本 部｜
職 員 j荷 息
ヨ崎・E誘時・E旨申・Eヨ剛・5当時便当時叫E当時便当時ぞヲ輸長当時・，.時・E当時・E当時・，.時・E誘時廼当時便当時ぞう側主
〈住所変更〉
教 養 部
事務補佐員 浅畑美香子
ラ命・Eヨゆ�ヨゅ‘，.申嵯当時唱E訴時そ当時唱を習時・E誘時咽巨訴時姪薄暗唱を当市妥当時妥当時・，.時需話時・E当時嵯当時便
主 要 行 事
9 日 第 3回公開講座委員 会
国立大学学生部長会議（於， 如水会館）
9～15日 入学願書受付
2月1臼 現金引き出しコーナーオープン 10日 第15回学則改正検討小委員会
1～10日 昭和58年度学内会計監査 14日 部局長懇談会
3日 庶務係長会議 第6回学園ニュース編集委員会
4 日 第6回入学者選抜方法研究委員会専門委員 15日 肝臓機能検査
ムヱミ、 16日 第29回学寮補導委員会
6 日 第28回学寮補導委員会 17日 第5回大学院委員会
7日 第9 回補導 協 議会 第11回評議会
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22 日 j Ej大協Jlj\ 事 会 （ Ii':' , j Jj 大 j(,f) )
24 日 第 40 ffi] 附 内 交通 刈 治 安 民 会
24 ～ 25 日 臨 時 点尚北 ｜；村也 ［ ＇！－： IE[ _I工 大ザ： 事務 局 長 会議
（ 於， 静 岡 大学 ）
27 日 q\ 1 凶 的 事fl処:f�＼ セ ン タ 一 設置 準 備委 員 会
28 日 第 10 凶 納等協議会
｜三一一竺芋守一
2 H t 日 教民 会
人 事教J受 会
大学院 位置i 推 進 長 以 会
3 LI 文ザ： り」文 利 ，i/iJ fi' ， ＇下庁ト ft
8 日 文；7： 咋攻 十｜ 人’Y： 行 .i:fil�え ，：A.I抜
教 技 会
9 l:l -- f，市 大 ’Y： 教 技 1;11J 部 品 也 氏 議 i副 会
10 IJ u日手1158 if- J'l ＇下 ｜ 句 会 d i・ 1ii:; f正
H l l 後ヴ：}t)Jj芝 草 終 f
!Jr 臓機能検 ft
1 4  H ’γ： ／（｜； 教 務 長 i i 公
I S  I i  fd完 全
人 がお〔J完 全
lメ I I 文’下 ＇.1/ J文 十｜ 介 栴 f'i 発 点
2 1 1 1  •；勺·fl;:n 米 ，i [ Jlllj 会u 会
24 1 1  大ザ： 1；；� ，泣i刊 行j J並 � 1 i 会
入学 ·f'i・＿i:fil1九uM 1ti'i： ’｛，�ft
29 I I 教技 会
2 )- J l U  人 事教民 会
3 l:l 附 属 小学 校 人’7： 者 当日 l 次 選 巧 （ 発 行 輸 ft )
4 LJ 教 育 毛U·文 科 入 学 者 選 抜 試験
5 日 附 属 中 学校 人ヴ： 者 第 l 次 選 A号 （ 学 J） 検ft)
6 日 昭和58年 度 学 内 会 計監 査
教育実践MF究指導 セ ン タ 一 運営 委 員 会
8 日 昭和60年 度 入 試 占！？ 本構想委 員 会
附属 小学校 入 学 者 第 2 次選 考 （ 抽選 ）
9 日 附 属 中 学 校 入学者 第 2 次 選 考一 （ 抽 選 ）
1 3 日 後学期授 業 終 了
14 日 肝 臓機能検査
15 l:l 学 部 教務 委 }l 会 ・ 納得委員 会合｜司 会 議
報 第244�｝
学部教務委 員 会
人 事教 授 会
教授会
16 日 婦 人 科検診
18 日 教育専攻科合格発表
21 日 閉 回 路 テ レ ビ シ ス テ ム 運営委員 会
22 日 人事教授 会
教 授 会
23 ～ 24 日 第24 回 国 立大学教育工学セ ン タ 一 協 議 会
及 び研 究 会 （ 方h 償 浜 国 立 大 学 ）
23 ～ 25 日 教 員 養 成 学 者｜； 学 生 令 病 研修 （ 冬 季 ）
( I／＇ ， 県 ’許 コ ン ト ラ ス キ ー士易 、
2／ 日 予 算委 員 会
｜戸戸宇一 部 ！
2 J ]  1 日 ’下 部 教務 を 1-l 会
人 事f><'.1受 合
教 授 会
2 H H百平1158年度 中 内 会，n- 11::; n 
lOH 後’下ltJ]f受 業 終 了
1 5 [ j  人 事数 段 会
"t i’；l；教 務 委 1 i 会
’：；： {flほill 'if ：� 1'i 会
教段 会
22 H 学部将米構悲！検討··t5 H 会
25 日 品集 委 H 会
29 日 ’Y芯［�制1・草 委 民 会
教 技 会
一部
一
一学一
2 月 6 日 大学院理学研究 科 第 2 次募 集 調 盆 井本 命
7 日 学部補導委 員 会
9 ～ 10 日 大学院理学研究科第 2 次 入 学 者 選 抜試験
10 日 昭和58年度学 内 会 計監査
13 日 肝 臓機能検査
1 5 臼 教授 会
理学研究科委 員 会
人事教授 会
18 日 大学院理学研 究 科 第 2 次合格者 発 表
20 日 後学期授業終了
Fhd 
昭和59年3 }j 1 日 発 行 � 一手
24 日 入学者選抜調査書審査
学科主任会議
27 日 人事教授会
エ 学 11一
2 月 3 日 昭和58年 度 学 内 会計監査
7 ～ 8 日 工学研究 科 入学試験 （ 第 2 次 ）
9 日 係長連絡会
1 0 日 学科主任会議
1 5 日 教 授 会
専任教授会
工学研究科 委 員 会
1 7 日 肝 臓機能検査
工学研究科入学試験 （ 第 2 次 ） 合格者発表
1 8 日 後学期授業終了
21 日 学科主 任 会議
22 日 係 長 j車絡会
25 日 中 川 王子之教授 退 I 記 念 講 演 会
i京 題 私の 扱 っ た �＇： 線 形振動 に つ い て
報 第244号
��戸＿J
2 月 1 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ打合せ
2 臼 I I  
3 日 II 
4 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ打合せ
8 日 昭和58年 度学 内 会 計 監 査
1 3 日 商議会
電算化 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 打合せ
1 5 日 肝 臓機能検査
電算 化 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 打合せ
22 日 If 
29 日 II 
保健管理セ ンター ！
__J 
2 月 8 日 ス キ ー 実 習 健康 診 断 （ 教養 部 ）
｜ 経営短期大学部 ｜養 部 ｜
2 月 1 日 昭和58年 度 学 内 会計監査
2 月 l 日 教授会 l ～ 7 日 期 末試験
9 日 昭和58年度学内会計�；；： ft 2 日 第 5 回 夜 間 主 コ ー ス 検討 委 員 会
14 日 後学期授業終了 8 ～ 14 日 昭 和59年 度 推 薦 入 学願 書受付
1 5 日 教養部長候補者選挙 9 日 第 2 回 将 来構想委 員 会
教授会 第 7 回 財 務委 員 会
教養部長 候 補 者選挙管理委 員 会 第 1 7 回 教 授 会
20 日 教務委 員 会 19 日 昭和59年 度 推 薦 入学者選抜試験
22 日 教 養 部長 候 補 者 選 挙 第 5 回 入学者選抜学 力 試験 委 員 会
教授 会 23 日 第 8 回 財 務委 員 会
29 日 教務委員 会 第 1 8 回 教授会
po 
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昭 和 5 9年度入学志願者数
音II l ’γ： 
｜ 昭 和 59 年 度 日百 和 58 年 ！臭：
c"' ・ ー 千斗 ・ 言張 位 ｜ 募集人民 i 志願者数 i 倍 王寺三 募集人員 志願者数 I i-N ；千t
人 父； ，子ー・会- 科 i 90 4 _ 7  go 1 273 i 3 _ 0  
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1 20 732 6 . 1  
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40 53 1 . 3 
40 60 1 . 5 
30 68 2 . 3  
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45 1 18 2 .  6 
40 127 3 . 2  
50 1 74 3 . 5  
40 1 25 3 . 1  
40 152 3 . 8  
40 7 1  1 .  8 
305 869 2 . 8  
1 , 1 95 3 , 853 3 . 2  
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＠ 積雪 ・ 凍結時の 自 動車等の運転 は ， 極力 取 り 止め る こ と に 努め ま し ょ う グ
＠ 積雪時 は， 構 内 除雪 の 障害 と な ら な い よ う 駐車 に 注意 し ま し ょ う ．グ
＠ 構 内 での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に 支 障 を 来 さ な い よ う 安全運転 に 努め定め ら
れた 交通方法， 歩行者の安全及 び騒音防止 に努め ま し ょ う グ
ワ’
昭和59年 3 月 1 日 発行 品同一チ 報 第244号
＠ 退斤， 退室の際 に は ， 電気， ガ ス の消 し 忘 れ， タ バ コ の吸費の後始末 に 十分注意 し ，
火 災 の 予 防 に心がけ ま し ょ う グ
＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省 資 源 に 協 力 し ま し ょ う グ
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 倒 3 3 5 6 附
日U
